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Process that twin pregnant women chose the planned
mode of delivery and facing her own delivery
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（研究結果・考察）研究対象者は，20 ～ 40 代の褥婦 4 名であった．平均年齢 35.2 歳，初産婦 2 名，




















成 22 年は，全双胎分娩のうち経腟分娩は 6 ％で

































を行い，同意を得られた産褥 3 ～ 4 日目の褥
婦 4 名
2 ．調査時期
































1 ．対象者の属性　（表 1 ）
　対象者は，双胎の経腟分娩を経験した 20 ～
40 代の褥婦 4 名であった．平均年齢 35.2 歳，
初産婦 2 名，経産婦 2 名であった．4 名とも
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自然妊娠であった．4 名の平均入院期間は 2.8 ヶ
月であった．分娩時の週数は，妊娠 36 週 1 日
～ 38 週 5 日であった．分娩所要時間は，2 時
間 05 分～ 22 時間 45 分（平均 8 時間 22 分）
であった．分娩時出血は，735g ～ 2303g（平
均 1549g）であった．胎位は，頭位−頭位が 2 名，
頭位−骨盤位が 2 名であった．医学的介入と
しては，誘発分娩が 2 名，促進剤使用が 1 名
であった．先進児の吸引分娩は 1 名，後続児
のクリステレス圧出法（以下，クリステレル）






は 83 抽出され，第一段階の表札は 31，第二段










































A 20 歳代 初 MD 36 頭位―頭位 促進剤使用
後続児クリステレル
4 か月 33 分
B 40 歳代 経 MD 36 頭位―頭位 後続児クリステレル 4 か月 30 分
C 30 歳代 初 MD 38 頭位―骨盤位 誘発分娩
先進児吸引分娩
後続児クリステレル
2 ヶ月 31 分













































































































頭位 - 骨盤位に対する思い 二人目がやっぱり逆子ちゃんになっちゃったからそれで
けっこう帝王切開にするかすごい悩んでた．
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